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山形西ロータリークラブ会報
会長：東海林　健登　　幹事：武田　岳彦

地 区 目 標

クラブテーマ

中核的価値観のもと、時流対応の時
　　～奉仕の心の醸成と実践するロータリアン～
ロータリーの価値を改めて考え、そして楽しもう

◆点鐘：東海林健登 会長 ◆ロータリーソング：国歌・蔵王を仰ぐ
◆司会：浦山潔 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

Yamagata West Rotary 第2929回例会 令和３年12月６日（月）

　山形西ロータリークラブの定款をご
覧頂いてますでしょうか。第３条にク
ラブの目的として「本クラブの目的は
“ロータリーの目的”の達成を目指し、
五大奉仕部門に基づいて成果あふれる
奉仕プロジェクトを実施し、会員増強
を通じてロータリーの発展に寄与し、

ロータリー財団を支援し、クラブレベルを超えたリーダーを
育成することである」とあります。五大奉仕とは、皆さまご
存じのとおり「クラブ奉仕」「職業奉仕」「社会奉仕」「国際奉
仕」「青少年奉仕」の５つであります。
　では、ロータリーの目的とはいったい何でしょうか。定
款第５条に目的が記載されております。「ロータリーの目的
は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを
育むことにある。具体的には次の各項を奨励することにあ
る」。第１「知り合いを広めることによって奉仕の機会とする
こと」。これはメンバーが例会等に参加し、ロータリーつな
がりの中で多くの友人と知り合い、お互いを磨き、奉仕をす
る喜びを知り、そのつながりの中でフェローシップとサービ
スを学び、仲間を大切に思う心と世のため、人のために尽く
す心を学び、結果として開かれた家庭、開かれた職場を生み
出していくロータリーの本質は、まさにこのように親睦の中
から自分を研鑽し、奉仕の心を高めることにあるのではない
でしょうか。
　第２「職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて
価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリ
アン各自の職業を高潔なものにすること」。皆さんは、もと
もと世の中に役立つ仕事をされてるわけですので、各自が倫
理と高潔さを持って自分の仕事を一生懸命していただき、職
業の知識やスキルを、社会のニーズに応えるため進んで役立
てていただければ、職業奉仕活動をされているわけではない
でしょうか。
　第３「ロータリアン一人一人が、個人として、また事業お
よび社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること」。
皆さんは町内会の役員やら各種業界等の役員、社会的役割を
担った組織等の役員、委員をなさっていると思います。社会
奉仕活動を十分になさっているのではないでしょうか。
　第４「奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワー
クを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること」。毎年
毎年ロータリー財団基金、米山基金に自ら進んで大変多額の

お金を寄付していただき、十分に国際奉仕、青少年奉仕活動
に寄与されていることと思います。
　このように定款を見るだけでも、ためになることが書かれ
ております。皆さまもちょっと時間があるときは定款に目を
通していただくことをお勧めしたいと思います。

会長あいさつ 東海林　健登  会長

幹事報告 武田　岳彦  幹事

●本日の例会・総会終了後、理事会を開催いたしますので
理事の皆さまはお残り下さいますようお願いします。

●前回の例会でお渡しできなかった表彰を行いたいと思い
ます。米山功労者第22回メジャードナー表彰、伊藤義彦
さん。第４回マルチプル米山功労者、鈴木浩司さん。お
めでとうございます。

●今月のロータリーレートは114円です。

東海林健登会長／本日総会が終了すると肩の荷が1つ下り
ます。ニコニコです。

〈12月６日〉

ニコニコＢＯＸ

委員会報告

会員７名、奥様が６名、12月に誕生日を迎えられます。
おめでとうございます。

親睦・家族委員会

写真左より、鈴木浩司さん、伊藤義彦さん、東海林会長

本日出席（12／６）
会員総数 出席会員数

100名 73名



遠藤正明前年度幹事：会計に代わりまして報告させていた
だきます。収入の部においては、昨年93名スタートで純
増６名ということで会費の収入の部分が大幅に大きくなっ
ています。支出の部１番において、大会等が開催されませ
んでしたので、その部分で支出が非常に少なくなっていま
す。支出の部２番においては、例会は例年通り開催をいた
しましたので例年通りの決算になっています。収支差額が
1,200,167円でございます。簡単でございますが決算の報
告とさせていただきます。

東海林会長：では本年度の中間報告をお願いいたします。

早川徹会計：本年度の会計について、中間報告をさせてい
ただきます。会費は総額が1,192万円ということでお預か
りさせていただいております。支出の部１ですが、これに
つきましては、昨年同様コロナ禍ですので中止という地区
大会もございましたし、同じような推移で運営させていた
だいております。支出の部２につきましては、例会もコン
スタントに運営させていただいておりますが、半期過ぎた
ところで2,493,499円、予算額5,709,400円に対してちょ
うど半分程度、適正な運営をされているかと理解しており
ます。そのほかにつきましては、まだ大きいイベントは開
催されておりませんので、大きい金額の流れはございませ
ん。支出の部３につきましても同様、例年通り運営されて
おりますことをご報告させていただきます。

武田幹事：それでは、次年度会長エレクト、長澤裕二さん
よりご挨拶を頂戴したいと思います。

長澤裕二次年度会長エレクト：去年副会長の選任を受けま
して、１年経ったんですけど、実は何もしていません。唯
一幹事が決まったということだけです。幹事との打ち合わ
せも何もしてないので、がんばって準備していきます。よ
ろしくお願いします。

遠藤靖彦次年度副会長：来年からしっかりと副会長として
ロータリークラブをどうやるべきかと、また、ロータリー
の大切さという部分もしっかりと勉強していきたいなと
思っております。ロータリーのためにいろいろな活動がで
きるよう努力してまいります。今後とも皆さまのご指導を
よろしくお願いします。

武田幹事：ありがとうございました。本日の総会で新しい
役員の皆さまが決まりました。素晴らしい事業を展開して
いただきたいと思います。会計資料は持ち帰らずにテーブ
ルの上に置いていただければ後ほど回収しますので、ご協
力をよろしくお願いいたします。
　以上をもちまして本日の例会を終了とさせていただきま
す。ありがとうございました。

武田岳彦幹事：年次総会を開会いたします。クラブ細則の
第５条第１節により、年次総会では、次年度の理事および
役員の選出を行います。また合わせて昨年度決算、そして
本年度の中間決算のご報告もいたします。それでは総会に
先立ちまして、定足数の確認を行いたいと思います。

出席委員会：報告させていただきます。会員総数100名。
出席者73名。クラブ細則第５条第３節により、会員数の
３分の１以上をもって年次総会の定足数を満たしておりま
すので、この総会は成立することをご報告いたします。
並びに、本日は100％例会ということで、今日欠席された
方にメイクアップを頼みまして、100％例会も達成できま
した。ありがとうございました。

武田幹事：総会の議長ですが、クラブ細則の第４条第１節
により、会長にお願いをしたいと思います。よろしくお願
いいたします。

東海林健登会長：それでは早速、定足数も満たしておりま
したので、進めてまいりたいと思います。
まず、本クラブの細則、第２条第２節選挙方法により、「指
名委員会及び会長エレクトより指名を受けた候補者は、年
次総会において投票に付せられ、出席した会員の過半数の
同意をもって選任されます。ただし、出席した会員に異議
がないときは、口頭による採決をもって、これに代えるこ
とができます」とあります。皆さま、代えてこれでよろし
いでしょうか。（拍手）ありがとうございます。では口頭
による採決ということで進めさせていただきます。
それでは指名委員会より指名を受けた候補者として、10
月４日指名委員会で指名されたお二人を先に発表しており
ましたが、改めてここで上程させていただきたいと存じま
す。次年度会長エレクト候補者、長澤裕二さん。次年度副
会長候補者、遠藤靖彦さん。以上お二方が指名されており
ますが、皆さんよろしいですか。拍手をもってもう1度お
願いします。（拍手）それでは全員一致ということで次年
度の会長エレクトとして長澤裕二さん、次年度の副会長と
して遠藤靖彦さんが選出されたということで決定させてい
ただきたいと存じます。
続きまして、市村会長エレクトより次年度の幹事、会計、
および４名の理事の候補者の上程をお願い申し上げます。

市村清勝会長エレクト：先月11月８日に私の案としてお
出ししてはありますが、改めてここで上程をさせていただ
きたいと思います。次年度幹事、安部弘行さん。次年度会計、
佐藤啓さん。次年度理事、吉田福平さん。次年度理事、冨
田浩志さん。次年度理事、五十嵐信さん。次年度理事、後
藤章洋さん。よろしくお願いいたします。

東海林会長：異議がない方は拍手をお願い申し上
げます。（拍手）全員一致ということで可決承認
されたということでございます。
続きまして、市村エレクトから次年度S.A.A.の報
告をお願い申し上げます。

市村会長エレクト：次年度会場監督（S.A.A.）に
は戸田正宏さんということで決定をさせていた
だきました。よろしくお願いいたします。

東海林会長：役員人事は以上でございます。続き
まして定款第７条第２節に基づきまして、前年度
の決算報告並びに本年度の中間報告をお願いし
ます。

年次総会




